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第 1 章  本研究の背景と目的  

第 1 節  注射恐怖とは  

 予防接種や採血など，注射を用いた処置（以下，注射処置）は，疾

病予防や治療などで用いられるため，年齢を問わず全ての人に必要不

可欠な処置である。多くの人が問題なく注射処置を受けることができ

る一方で，注射処置に大きな不安や恐怖を感じる人が一定数存在する。

注射処置に対して過剰な恐怖や不安を感じることを注射恐怖といい，

DS M -5  では限局性恐怖症に分類される。成人の注射恐怖の有病率は

20～ 3 0 %と報告されている（M c le non＆ R o g er s ,  2 01 9）。注射恐怖者は，

適切な予防医療や治療を回避するため，病気の罹患リスクや重症化リ

スクの増加につながり，人々の健康を脅かすだけでなく，医療費の増

加にも影響を与えることが問題である（ Tad d io  e t  a l . , 20 12；M cM u r t ry  

e t  a l . ,  2 01 5）。そのため，注射恐怖に対する治療的アプローチが必要で

ある。しかし，注射恐怖の治療の基盤となる基礎研究は少なく，現状

の注射恐怖研究においては，測定方法，注射恐怖に関連する要因の検

討，治療効果の 3 つにおいて課題がある。  

第 2 節  注射恐怖の測定に関する課題  

恐怖症のひとつである注射恐怖は，「恐怖」，「回避行動」，「生理的反

応」の 3 つから構成される。まず「恐怖」には，個人が直接ネガティ

ブな体験をして恐怖を感じる直接的恐怖と他者の恐怖場面を見聞き

することで恐怖を感じる間接的恐怖の 2 側面がある（ R ach m an，1 9 77）。

そして，「恐怖」は 2 つ目の要素である「回避行動」を引き起こし，同

時に「回避行動」によって維持される（M o w re r，1 9 5 1）。ある個人が恐

怖を感じると回避行動をとるが，回避行動をとることで恐怖が増強さ

れる。 3 つ目の要素である「生理的反応」には，心拍数の増加や発汗
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等があり，注射恐怖に特徴的な生理的反応として血管迷走性失神があ

る（Wrig h t  e t  a l . ,  20 09）。  

こ れ ま で 注 射 恐 怖 の 測 定 に 用 い ら れ て き た 代 表 的 な 尺 度 で あ る

In j ec t io n  Ph ob ia  S ca l e -A nx ie ty （ Ö st  e t  a l . , 1 99 2 ） や B lo od - In j ec t ion  

Sy mp to m S ca le（ P ag e  e t  a l . ,  19 77）は，それぞれ，恐怖や生理的反応と

いった注射恐怖の 1 要素のみを測定したものとなっており，注射恐怖

を適切に測定しているとはいえない。したがって，注射恐怖の 3 要素

を包括的に測定できる尺度の開発が必要である。  

また，我が国の注射恐怖に関する先行研究は，ケーススタディにと

どまっており（ e . g .  岡島・原井，200 7），日本における注射恐怖の実態

は明らかになっていない。  

第 3 節  注射に対する自己効力感と刺激価  

 予防接種や献血といった健康行動に関する研究においては，注射を

受ける行動である注射接種行動 1に影響する要因として，自己効力感

と注射の刺激価があると考えられている（ e . g .  A rm i t ag e  an d  Co n n er，

200 1；山本・今泉， 2 0 20）。  

自己効力感とは，B an d u ra（ 1 9 77）の社会的学習理論の中で提唱され

た概念であり，遂行能力に対する個人の確信の程度を指す。G i le s  e t  a l .

（ 2 00 4）は，献血経験者と献血未経験者に対する献血行動の要因に関

する研究において，自己効力感が注射接種行動と正の関連があること

 

1「接種」とは，本来，ワクチンなどを体内に移植することを意味し

（「接種」 .『大辞泉』第 2 版 .小学館， 20 01），処置を施す側の行動を指

す用語である。しかし，日本における様々なワクチン接種の先行研究に

おいては，ワクチン接種行動や接種意図を「ワクチン接種を受けること

や受けようとすること」を意味する用語として用いているため，本研究

においても，注射処置を受けることやワクチン接種を受けることを表す

言葉として，「注射接種行動」を用いる。  
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を示した。しかし，サンプルサイズの問題から献血経験者において自

己効力感が注射接種行動に与える影響については検討されていない。

また，これまで注射恐怖の研究においては，直接的恐怖や生理的反応

が自己効力感と負の相関があることが示されているが（ A rm i tag e  an d  

Co nn er， 2 00 1； G i les  e t  a l . ,  2 00 4），注射恐怖者において，注射恐怖や

自己効力感が注射接種行動に関連するかは明らかとなっていない。そ

のため，注射恐怖や自己効力感が注射接種行動を予測する要因である

のかを検討する必要がある。  

次に，刺激価とは，その対象が好ましいか否かといった個人の評価

を指し（ G i le s  e t  a l . ,  2 00 4），注射恐怖でいうと，刺激価とは注射に対

する個人の評価を指す。刺激価は，一端を不快，もう一端を快とする

バイポーラ尺度によって測定され，不快度が強ければ刺激価は負とな

る一方で，快が強ければ，刺激価は正となる。恐怖獲得の過程におい

て，恐怖を生起させる刺激に対する負の刺激価が獲得される。そのた

め，再度，その刺激に遭遇した際に，負の刺激価によって，自動的に

否定的な感情が活性化され，恐怖が回復すると考えられている（ Va sey  

e t  a l .， 2 0 12）。注射に対する負の刺激価を有していると，注射に関連

した刺激に遭遇したときに恐怖が繰り返し生起する。したがって，恐

怖の改善には，刺激価の変容が必要であると考えられる。恐怖症の代

表的な治療法であるエクスポージャーは，消去手続きを基盤としてい

る（ R ey n o ld s  e t  a l . ,  2 01 7）。消去手続きとは，条件刺激（以下，C S）の

単独呈示を行うことで C S が無条件刺激（以下， U S）の到来を予期せ

ず，その結果，条件反応（以下，CR）が減少するという C S -n o US 連合

を成立させる手続きであり（ F ig u re  1），積極的に恐怖刺激の刺激価の

変容を促す操作は行わない。エクスポージャーでは，治療後に恐怖が
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回復する患者が少なくなく（ Ver v l i e t  e t  a l . ,  2 01 3），その理由の一つに

恐 怖 刺 激 の 負 の 刺 激 価 が 維 持 さ れ て い る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る

（ R ae s  & D e  R aed t ,  20 12）。そのため，恐怖の回復を抑止するために，

治療の過程で負の刺激価をニュートラルもしくはポジティブに変化

させる必要性が考えられる。この問題に関連して，近年，刺激価を変

容させる恐怖低減方法として拮抗条件づけ（ C o un te r -C o nd i t i o n in g）が

注目されている。これは，ネガティブな C S と反対の価数のポジティ

ブな U S を対 呈示 し， 新た な C S -US 連合を 学習 させ る手 法で あり

（ K el l e r  e t  a l . ,  20 20）（ F igu re  1），ポジティブな U S を対呈示する点で

消去手続きとは異なり，新たな C S -US 連合の学習によって最初に恐怖

を 学 習 し た C S -U S の 連 合 強 度 が 弱 体 化 す る と 考 え ら れ て い る

（ R ey no ld s  e t  a l . ,  20 17）。  

 

F ig u re  1 .消去手続きと拮抗条件づけ  

 

ただし，一連の拮抗条件づけの恐怖低減効果の研究は，その場で新

奇刺激に対して恐怖を条件づけた場合の恐怖低減効果に限られてお

り，注射恐怖のようにすでに恐怖を獲得した人を対象にした検討がな

されていない。注射恐怖はすでに獲得された恐怖であるため，注射恐

怖に対する拮抗条件づけの効果を実証的に検討する必要がある。また，
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Z lo mu z i ca  e t  a l .（ 2 0 15）は，健常群を対象に実験室で条件づけられた

恐怖の消去効果を検討する際に，自己効力感を高めるアプローチを併

用した場合，恐怖刺激の負の刺激価が消去手続き後に減少することを

示唆した。このことから，自己効力感と注射という恐怖刺激の刺激価

に関連があると推測されるが，拮抗条件づけによる刺激価の変化と自

己効力感の関連を検討した研究はない。  

第 4 節  本研究の目的  

 以上のことから，本研究では，注射恐怖と自己効力感および恐怖刺

激の刺激価との関連を明らかにすることを目的とする。そのために，

まず，注射恐怖を包括的に測定することが可能な尺度の開発を行 い

（第 2 章），わが国における注射恐怖の実態を明らかにする（第 3 章）。

次に，縦断調査によって注射恐怖と自己効力感の関連を明らかにし

（第 4 章），さらに，注射恐怖に対する拮抗条件づけの有効性の検証，

拮抗条件づけによる刺激価の変容と自己効力感の関連について検討

する（第 5 章）。  

 

第 2 章  多面的注射恐怖尺度の開発（研究１）  

第 1 節  項目作成と信頼性・妥当性の検証（研究 1 -1）  

 目的  注射恐怖の 3 要素を単一の尺度で量的に測定することが可能

な尺度の開発を行い，その信頼性と妥当性を検討する。  

 方法  対象者  大学生・大学院生 4 2 3 名のうち，回答に不備のあっ

た 4 名を除いた 4 19 名を対象とした（M a g e  =  2 0 . 0，S D  =  1 .3 9，男性 2 0 0

名，女性  21 7 名，不明 2 名）。項目作成  本研究者と臨床心理士資格

を有する大学院生と教員の 3 名で，海外の注射恐怖を測定する尺度

（ K o se  &  M and i rac iog lu ,  20 07； Ö st  e t  a l . ,  19 92； P ag e  e t  a l . ,  19 97）か
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ら，「直接的恐怖」「間接的恐怖」「生理的反応」「回避」の 4 因子を想

定して各 5 項目，計 2 0 項目になるように項目を選定した。項目選定

は，項目の内容と因子負荷量の高さを基準とした。項目選定後，臨床

心理学を専攻する大学院生 3 名によって内容を確認，適宜修正し，注

射恐怖尺度の開発を行った。測定内容  （ 1）注射恐怖：開発した注射

恐怖尺度， 2 0 項目 5 件法。（ 2）特性不安：日本語版 S TA I -T（清水・

今栄 ,  19 81），2 0 項目 4 件法。（ 3）歯科恐怖：日本語版 D en ta l  F ea r  S u rv ey

（佐野他 ,  2 00 1），2 0 項目 5 件法。手続き  2 0 17 年 1 2 月に質問紙調査

を実施した。大学の講義内や縁故法によって調査用紙を配布した。回

答は，その場での回答もしくは宿題調査にて実施した。  

結果と考察  探索的因子分析（最尤法，スクリープロットによる因

子数を決定，プロマックス回転）の結果，4 項目の因子負荷が 0 . 40 に

満たなかったため削除し，最終的に 1 6 項目を採用した。因子数はス

クリープロットにより 4 因子と決定し，順に「直接的恐怖」「間接的

恐怖」「生理的反応」「回避」と命名した（ Tab le  1）。また，本研究で作

成した尺度を多面的注射恐怖尺度と命名した。次に，基準関連妥当性

を検討するため相関分析を行った結果，注射恐怖と歯科恐怖の相関は

r  =  . 558  （ p < . 01），注射恐怖と S TA I の相関は r  =  . 24 7  （ p < . 01）であ

り，基準関連妥当性が示された。  

 

Tab le  1  

多面的注射恐怖尺度の探索的因子分析の結果  

（最尤法，プロマックス回転）  



7 

 

 

第 2 節  カットオフ値の設定（研究 1 -2）  

 目的  多面的注射恐怖尺度 における注射恐怖のカットオフ値の設

定を行う。  

 方法  対象者  大学生・大学院生 7 71 名（女性＝ 3 8 4 名，M a g e＝ 2 0 . 1，

SD＝ 1 . 40）であった。測定内容  （ 1）注射恐怖：多面的注射恐怖尺度，

16 項目 5 件法。（ 2）主観的な注射恐怖：いま現在，注射が怖いかどう

かをはい，いいえの 2 件法で回答を求めた。手続き  講義内での集合

調査と縁故法によって質問紙調査を実施した。集合調査の際には紙媒

体の質問紙を配布し，縁故法の際にはオンライン上での回答を求めた。

分析  多面的注射恐怖尺度による注射恐怖の識別精度と至適カット

オフ値を検討するため，R ec e iv e r  Op era t in g  Ch ara c t e r i s t i c（ R O C）分析

を行った。至適カットオフ値として，R O C 曲線がグラフの左上の隅に

最も近接する点を用いた。E Z R v e r s io n1 .4 1（ K an d a，2 01 3）を使用した。  

結果と考察  主観的な注射恐怖（いま現在注射が怖い／怖くない）

を従属変数，多面的注射恐怖尺度得点を説明変数として R O C 曲線を
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求めた結果，識別精度の指標である R O C 曲線下の面積（ A U C： A re a  

Un d er  t h e C u rv e）が 0 . 89（ 9 5 %信頼区間： 0 . 87－ 0 . 92）であったことか

ら，十分な識別力を有しているモデルであると判断した。多面的注射

恐怖尺度のカットオフ値を 3 5 点に設定した場合の感度は 0 . 81，特異

度は 0 . 82 であり，高い値をとっていた。以上の結果より，注射に対す

る主観的な恐怖を判別する基準として，多面的注射恐怖尺度のカット

オフ値を 3 5 点とした。  

 

第 3 章  わが国における注射恐怖の実態解明（研究 2）  

目的  日本における注射恐怖の実態について明らかにする。  

方法  対象者  大学生・大学生院生 7 7 1 名（女性 3 8 4 名，M a g e＝ 2 0 . 1，

SD＝ 1 . 40）であった。尺度  （ 1）注射恐怖：多面的注射恐怖尺度，1 6

項目 5 件法。（ 2）主観的な注射恐怖：いま現在，注射が怖いかどうか

をはい，いいえの 2 件法で回答を求めた。手続き  研究 1－ 2 と同様。  

結果と考察  対象者のうち， 2 96 名（ 3 8 .34 %）がカットオフを超え

ていた。また，注射恐怖のカットオフを超えた人は女性の方が男性よ

り有意に多く（ p < . 01），海外の先行研究の知見と同様の様相であった

（M cl en on  & Ro g er s , 20 19）。さらに，注射が怖いと答えた者について，

下位因子によるクラスター分析を行った（ F ig u re  2）。その結果，全て

の下位因子で得点の高い者のほかに，直接的 /間接的恐怖の得点が高い

者，生理的反応の得点が高い者に分類された。以上のことから，端に

注射が怖いと言っても，恐怖感情が強いタイプ，身体症状が強く出る

タイプなど，いくつかのサブタイプに分かれると考えられる。  
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F ig u re  2．注射が怖い者を対象とした下位因子によるクラスター分析

の結果  

 

第 4 章  注射恐怖と自己効力感の関連の縦断的検討（研究 3）  

 第 1 節  注射恐怖と注射に対する自己効力感の関連（研究 3 -1）  

目的  2 波の縦断調査によって注射恐怖と自己効力感の関連を検討

する。本研究における自己効力感とは注射に対する自己効力感とし，

「注射を受けるときの個人の遂行能力に対する確信の程度」と定義す

る。  

方法  対象者  日本在住の 1 5 歳以上の者を対象とした。第 1 波は

202 1 年 6 月下旬～ 7 月上旬に実施した。この時点での対象者は 131 6

名（男性 7 1 7 名，M a g e＝ 5 4 .1，S D＝ 1 4 .2 7）であった。第 2 波は 2 0 2 1 年

12 月下旬～ 2 0 2 2 年 1 月上旬に実施した。この時点での対象者は 1 080

名（男性 5 83 名，M a g e＝ 4 8 .4，S D＝ 1 6 .1 3）であった。測定内容  （ 1）

注射恐怖：多面的注射恐怖尺度，16 項目 5 件法。（ 2）注射に対する自

己効力感：注射及び採血を受けることに対する学童の自己効力感尺度

（江本 ,  2 003）。 1 5 項目， 4 件法。本尺度は学童用であり，「針を刺さ

れる心の準備がすぐできる」「注射の間じっとしていられる」といった

注射処置に対する心構えや処置中に求められる対応を行うことがで
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きるかを問うものである。日本には注射に対する自己効力感を測定す

る成人用の尺度はなく，海外の成人を対象とした献血に対する自己効

力感の測定（ L i  e t  a l . ,  2 02 1）や M R I に対する自己効力感の測定（ P o w el l  

e t  a l . ,  2 01 5）においては，献血を行う自信の程度（ e . g . ,  私は献血をし

ようと思ったらすぐにできる）や M R I における一連の行動に対する

自信の程度（ e . g . .  動かないでいられる，放射線技師とコミュニケーシ

ョンがとれる）を測定しており，項目内容が本尺度とほぼ同じである

ため，成人に適用可能であると判断した。手続き  2 波のパネル調査

を実施した。第 1 波（ Tim e1）から 6 カ月後に第 2 波（ Tim e2）を実施

した。調査は，アイブリッジ社が提供するオンライン調査システム

F reeasy と大学の講義内での募集や参加者募集システムを用いた。  

 結果と考察  S E M による交差遅延効果モデルを実施した結果，モデ

ルの適合度は，C F I= 1 .0 00，R M SE A =. 00 0 と十分に高かったため，モデ

ルを採択した。T 1 の注射に対する自己効力感から T 2 の注射恐怖に有

意な負のパスが認められた（β＝ - . 1 2， p  < . 00 0）また，T 1 の注射恐怖

から T 2 の注射に対する自己効力感にも有意な負のパスが認められた

（β＝ - . 11，p  < .0 00）。以上のことから，注射恐怖は後の注射に対する

自己効力感を低めることが示唆され，反対に，注射に対する自己効力

感は注射恐怖を弱めることが示唆された。このことから，注射恐怖と

注射に対する自己効力感は相互に影響する可能性が示唆された。  

 第 2 節  注射恐怖と注射に対する自己効力感による注射接種行動の

予測  

目的  注射恐怖や注射における自己効力感が注射接種行動をどの

ように予測するのかを縦断調査を行って検討する。  

仮説として注射恐怖の高い者や注射に対する自己効力感の低い者
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は注射接種行動を回避する傾向が高いと予測する。本研究で対象とし

た注射は新型コロナウイルスワクチンであった。  

方法  対象者  研究 3 -1 と同様。測定内容  （ 1）注射恐怖：多面的

注射恐怖尺度，1 6 項目 5 件法。（ 2）注射に対する自己効力感：注射及

び採血を受けることに対する学童の自己効力感尺度（江本 ,  200 3）。1 5

項目， 4 件法。（ 3）注射接種行動：新型コロナウイルスワクチンの接

種日を自由記述で求めた。手続き  研究 3 -1 と同様。  

結果と考察  注射恐怖のカットオフを超えた者とそうでない者，注

射に対する自己効力感の高群・低群それぞれに対する接種率の生存関

数を算出した。注射恐怖のカットオフ値における注射接種行動の生存

時間分析の結果から，カットオフ未満の群は生存期間の中央値が 4 4

日（ 9 5 %信頼区間 3 9 -53）であったのに対し，カットオフ以上の群は生

存期間の中央値は 7 4 日（ 9 5 %信頼区間 3 9 -53）であり，有意差が認め

られた（ p < . 00 0）。このことから，注射恐怖のカットオフを超える人は

そうでない人に比べて接種を先延ばす傾向が示唆された。次に注射に

対する自己効力感について，平均値で 2 群に分けたうえで，注射接種

行動の生存時間分析を算出した結果，低群の生存期間の中央値は 7 4

日（ 9 5 %信頼区間 6 3 -81）であったのに対し，高群の生存期間の中央値

は 4 7 日（ 9 5 %信頼区間 4 2 -54）であり，有意差が認められた（ p < . 00 0）。

このことから，注射に対する自己効力感が低い人はそうでない人に比

べて接種を先延ばす傾向が示唆された。さらに， C ox 比例ハザード回

帰モデルによって，注射接種行動への影響をより詳細に検討するため，

注射恐怖の下位因子と 注射に対する自己効力感のハザード比を算出

した。 L ik e l ih oo d  r a t io  t e s t，Wa ld  t e s t， S co re  （ l o g rank）  t e s t ともに

モデル全体の有用性は確認された（ p < . 0 1）。注射に対する自己効力感
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と直接的恐怖でのみ有意差がみられ，注射に対する自己効力感のハザ

ード比は 1 . 30（ p < . 00 0），直接的恐怖のハザード比は 0 . 8 0（ p < . 05）で

あった。以上のことから，自己効力感低群と比べて 高群は接種率が

1 . 3 0 倍高く，直接的恐怖高群は低群と比べて接種率が 0 . 8 0 倍低いこ

とが示された。  

 

第 5 章  拮抗条件づけによる刺激価と自己効力感の関連  （研究 4）  

目的  注射恐怖における拮抗条件づけの有効性の検証，刺激価と注

射に対する自己効力感の変化について検討する。仮説として，①拮抗

条件づけ条件と消去条件はプレからポストにかけて恐怖が低減する。

②拮抗条件づけ条件では，ポジティブ刺激を対呈示するため，C S に対

する刺激価がニュートラルまたはポジティブに変化する。③刺激価の

変容に伴い，拮抗条件づけ条件でのみ，刺激価の変化と自己効力感の

変化に正の相関がみられると予測する。  

方法  対象者  多面的注射恐怖尺度のカットオフを超えた大学生・

大学院生 4 9 名（男性 13 名，M a g e＝ 20 . 0， S D＝ 1 .7 6）。測定内容（ 1）

注射恐怖：多面的注射恐怖尺度，16 項目 5 件法。（ 2）注射に対する自

己効力感：注射及び採血を受けることに対する学童の自己効力感尺度

（江本 ,  200 3）。1 5 項目 4 件法。（ 3）C S に対する刺激価：「注射，採血，

予防接種」といった文字刺激を呈示し，「 1：ネガティブ」から「 9：ポ

ジティブ」までの 9 件法で回答を求めた。手続き  参加者をランダム

に拮抗条件づけ条件（ 2 5 名）と消去条件（ 2 4 名）に割り当てた。各協

力者からインフォームドコンセントを得た後，プレアセスメントとし

て注射恐怖，注射に対する自己効力感，C S に対する刺激価の測定を行

った。次に A sk ew  &  F ie ld（ 2 00 7）のパラダイムを参考に，パソコン上
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で画像注視課題を行った。C S には注射処置場面の画像を，ポジティブ

な U S は笑顔の表情画像を使用した。拮抗条件づけ条件では，画面の

中央に注視点が 1 秒間呈示されたのち，画面の左側に C S を，右側に

ポジティブな U S を合計 2 秒間呈示した。消去条件では，画面の中央

に注視点 1 秒間呈示されたのち，画面中央に C S を 2 秒間呈示した。

両条件とも 1 施行で呈示される画像の長さは 2 秒であり，画像呈示の

間隔は 2 秒で，全 1 0 4 試行実施した。その後，再度，C S の刺激価を測

定した。最後に，ポストアセスメントとして，注射恐怖，注射に対す

る自己効力感を測定した。フォローアップとして，実験室での実験か

ら 1 週間後に，メールにてアンケートへの回答フォームを送り，注射

恐怖と注射に対する自己効力感の測定を行った。パソコンでの課題は

P sy ch op y  3 を使用した。  

 結果と考察  注射恐怖，注射に対する自己効力感について，それぞ

れ 2（条件：消去，拮抗条件づけ）×3（時期：プレ，ポスト，フォロ

ー）の 2 要因分散分析を行った。その結果，条件の主効果，時期の主

効果，交互作用ともに有意ではなかった。次に， C S の刺激価につい

て， 2（条件：消去， C C）×2（時期：プレ，ポスト）の 2 要因分散分

析を行った。その結果，条件の主効果，時期の主効果ともに有意では

なかったが，交互作用（ F（ 1，2 2）＝ 1 2 .7 3，p < .0 1）が有意であった。

単純主効果検定の結果，拮抗条件づけ条件はプレからポストにかけて

刺激価が有意に高くなった（プレ：M＝ 2 . 60，S D＝ 0 .3 2，ポスト：M＝

3 . 20， S D＝ 0 .4 0）（ F（ 1， 2 2）＝ - 2 . 76， p < .0 5）一方で，消去条件では

プレからポストにかけて有意に低下した（プレ：M＝ 4 . 00，S D＝ 0 . 41，

ポスト：M＝ 3 . 3 3， S D＝ 0 . 51）（ F（ 1， 2 2）＝ 2 . 38， p < . 0 5）。各条件間

の変化が見られた人の割合を算出するため，プレからポストにかけて
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注射恐怖の値の変化についてクロス表を算出した。その結果，拮抗条

件づけ条件では，恐怖が低減した人は 11 名であったのに対し，消去

条件は 4 名であり，両群に有意な差が見られた（ p < . 05）。つまり，同

じ試行回数でもポジティブな U S を対呈示した拮抗条件づけ条件で恐

怖低減が生じやすい可能性が示唆された。さらに，各変数の変化量を

算出し，変化量について条件ごとに相関分析を行った。拮抗条件づけ

条件では，間接的恐怖は，C S に対する刺激価と自己効力感それぞれと

負の相関があった（順に， r= - . 62 1，p <. 01； r= - . 41 0，p < .0 5）。また注射

に対する自己効力感は，生理的反応と負の相関（ r= - . 50 0，p <. 05），C S

に対する刺激価と正の相関があった（ r= . 40 1，p < .0 5）。一方で，消去条

件では，間接的恐怖と注射に対する自己効力感の間に負の相関がみら

れたが（ r= - . 3 98， p < . 10），そのほかの変数間では有意な関連は見られ

なかった。以上のことから，ポジティブな刺激を対呈示することで，

刺激価はポジティブに変容し，この変化が注射に対する自己効力感の

向上や間接的恐怖，生理的反応の減少に関連していることが示唆され

た。  

 

第 6 章  総合考察  

第 1 節  本研究の成果と意義  

 本研究は，注射恐怖と注射に対する自己効力感および恐怖刺激の刺

激価の関連を明らかにすることを目的とした。第 2 章では，注射恐怖

の 3 要素を測定する多面的注射恐怖尺度を開発した。そして，本尺度

の高い信頼性と妥当性が確認され，カットオフ値も設定された。本尺

度によって量的研究が可能となり，わが国における注射恐怖研究の基

盤の整備に寄与したといえる。第 3 章では，第 2 章で開発した尺度を
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用いて，わが国における注射恐怖の実態を調査し，日本においても注

射恐怖者が一定数存在することを示した。第 4 章では，注射恐怖と注

射に対する自己効力感の関係について，縦断調査の結果から，両者が

相互に影響を与えていること，そして，この 2 つの要因が注射接種行

動を予測することが明らかとなった。このことから，恐怖の低減にの

み着目した介入ではなく，注射に対する自己効力感を高めることが恐

怖の低減や予防につながる可能性が示唆された。第 5 章では，拮抗条

件づけによる刺激価の変化と自己効力感の関連を検討した。限定的な

結果ではあるものの，拮抗条件づけによる恐怖低減や刺激価の変容が

みられ，これらと注射に対する自己効力感の関連が認められた。この

ことから，拮抗条件づけが従来の消去手続きよりも効果的なアプロー

チである可能性が示唆される。  

第 2 節  本研究の課題と展望  

 本研究の課題として，研究 1 -2 で設定したカットオフ値は主観的な

恐怖のカットオフ値であるため，臨床応用のためにも診断基準を満た

すカットオフ値の設定行うことが求められる。次に，研究 3 で，対象

とした注射を新型コロナワクチンとしており，他の注射との違いの有

無が不明である点が挙げられる。新型コロナワクチンは，新興ウイル

スに対抗するため急速に開発された背景があり，他のワクチンと比べ

て，特にワクチン接種開始初期の段階ではその有効性については不明

な点も多かったため（ K w o k  e t  a l . ,  2 02 1），この点が注射接種行動や自

己効力感にも影響している可能性がある。一方で，注射恐怖の研究で

は，ワクチンの種別に関わらず検討がなされている。今後，注射恐怖

における注射の種類の影響の有無も検討していく必要があるだろう。

また，研究 4 の結果から，恐怖低減が見られた者は一部に限られてお
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り，統計的に実験的操作の前後で効果があることを確認することはで

きなかった。試行数や対象者の選定など恐怖低減効果を最適化するた

めのさらなる検討が必要である。さらに，拮抗条件づけによって刺激

価の変容や注射に対する自己効力感の向上が確認されたが，刺激価の

変容が自己効力感の向上をもたらしたのか，自己効力感の高まりによ

って刺激価が変容したのかといった点や，注射恐怖と自己効力感の因

果関係は不明なため，これらの要因を操作した基礎的な実験研究が必

要である。  
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